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やさしさにあふれ かいてきで げんきなまちの情報紙

広報　　　

今月の
表紙

小田小学校の児童と小田保育園の園児が近くの田んぼでれんげ摘み。
てんとう虫を見つけておおはしゃぎ。
令和の時代も子どもたちの元気な声が響きわたりますように。



　昨年の平成 30 年７月豪雨では、矢掛町で初
めて「特別警報」が発令され、各地で甚大な被
害が発生しました。
　梅雨時期を前に、再度防災意識を新たにし、
家庭はもちろん、地域一丸となって有事に備え
ましょう。
　　　　　　　　■問総務企画課行政情報係
　　　　　　　　　☎（82）1010　有線 0513

　避
難
情
報
を
５
段
階
で
発
信

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
を
教
訓
に
、
内
閣
府
は
洪
水
や
土
砂
災

害
時
に
市
町
村
が
出
す
避
難
情
報
な
ど
を
警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ

て
５
段
階
に
分
け
、
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
発
信
す
る
こ
と
を

盛
り
込
ん
だ
「
避
難
勧
告
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
改

訂
し
ま
し
た
。

　
各
レ
ベ
ル
に
対
応
す
る
住
民
の
行
動
と
防
災
気
象
情
報
を
明

確
に
し
た
こ
と
で
、
的
確
な
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で

す
。

　大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
に
も
注
意

　
大
雨
に
よ
る
被
害
は
河
川
の
洪
水
、
浸
水
だ
け
で
は
な
く
、

山
間
部
で
の
土
砂
災
害
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
前
に
は
、
様
々
な
前
兆
現
象
が
起
こ

る
時
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
前
兆
現
象
に
気
づ
い
た
ら
、
周

囲
の
人
に
も
伝
え
、
直
ぐ
に
避
難
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

警戒レベル 行政の防災気象情報 住民の取るべき行動

レベル5 ◦災害発生
◦大雨特別警報（気象庁） 命を守る最善の行動

レベル4
◦避難勧告（市町村）
◦避難指示（緊急）（市町村）
◦土砂災害警戒情報

速やかに全員避難

レベル3
◦避難準備・高齢者等避難開始
　　　　　　　　　　　　（市町村）
◦大雨・洪水警報（気象庁）

高齢者らは避難

レベル2 ◦大雨・洪水注意報（気象庁） 避難場所や経路を再確認

レベル1 ◦数日中に警報級の大雨が降る予報
（気象庁） 最新の気象情報に注意

災害に備えて

地域で高めよう
　 防 災 力

　気
象
情
報
の
種
類

　
大
雨
や
台
風
の
時
、
気
象
庁
や
地
元
の
気
象
台
は
さ
ま
ざ
ま

な
気
象
情
報
を
発
表
し
ま
す
。
気
象
情
報
の
種
類
や
内
容
を
理

解
し
、
日
頃
か
ら
天
気
予
報
を
気
に
か
け
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

注
意
報
　災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
出
さ
れ
る

警
　
　報
　

�

重
大
な
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
出
さ
れ
る

特
別
警
報
　

�

数
十
年
に
一
度
の
大
災
害
が
起
こ
る
と
予
想
さ
れ

る
場
合
に
出
さ
れ
る

土
砂
災
害
警
戒
情
報

　
　
　
　
　

�

土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
出
さ
れ
る

台
風
情
報

　台
風
が
発
生
し
た
時
に
出
さ
れ
る

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
時
の
ポ
イ
ン
ト

①
尋
常
で
な
い
大
雨
、
暴
風
等
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
重
大
な
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

③
た
だ
ち
に
身
を
守
る
た
め
に
最
善
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。

が け 崩 れ 地 す べ り 土　石　流

斜面の地表に近い部分が、雨水
の浸透や地震等でゆるみ、突然、
崩れ落ちる現象です。崩れ始め
てから、崩れ落ちるまでの時間
がごく短く、人家の近くで起き
ると逃げ遅れる人も多く、人命
を奪うことの多い災害です。

斜面の一部あるいは全部が地下
水の影響と重力によってゆっく
りと斜面下方に移動する現象で
す。移動する土塊の量が大きい
ため、甚大な被害を及ぼします。

山腹や川底の石、土砂が長雨や
集中豪雨などによって一気に下
流へと押し流される現象です。
時速20〜 40㎞という速度で
一瞬のうちに人家や畑などを壊
滅させてしまいます。

がけ崩れの前兆現象
◦がけにひび割れができる
◦小石がパラパラと落ちてくる
◦がけから水が湧き出る
◦湧き水が止まる
◦湧き水が濁る
◦地鳴りがする

地すべりの前兆現象
◦地面がひび割れたり陥没した
りする
◦がけや斜面から水が噴き出す
◦井戸や沢の水が濁る
◦地鳴り・山鳴りがする
◦樹木が傾く
◦亀裂や段差が発生する

土石流の前兆現象
◦山鳴りがする
◦急に川の水が濁り、流木が混
ざり始める
◦腐った土の匂いがする
◦雨が降り続いているのに川の
水位が下がる
◦立木がさける音や石がぶつか
り合う音が聞こえる
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矢
掛
町
行
政
情
報
配
信
メ
ー
ル

防
災
情
報
を
は
じ
め
、
火
災
情
報
、
防
犯
情

報
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

自
分
に
必
要
な
情
報
だ
け
選
択
も
可
能
で
す
。

①�e-yakage@
xpressm

ail.jp

あ
て
に
空
メ
ー
ル
を

送
信
。

②�

返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
に
表
示
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
必
要

事
項
を
入
力
し
、
登
録
。

矢
掛
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

緊
急
情
報
や
避
難
情
報
等
を
随
時
更
新
。
　

矢
掛
町
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

町
公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
。

通
常
時
は
行
政
情
報
の
他
に
イ
ベ
ン
ト
情
報

等
を
更
新
。
災
害
時
に
は
強
い
味
方
に
。

矢
掛
放
送
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
内
Ｌ
字
テ
ロ
ッ
プ

町
か
ら
の
災
害
に
関
す
る
情
報
を
矢
掛
放
送
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

番
組
画
面
上
の
Ｌ
字
テ
ロ
ッ
プ
画
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　自
主
防
災
組
織
の
活
動
で
地
域
を
守
る

　
自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住
民
が
自
主
的
に
連
帯
し
て
防
災

活
動
を
行
う
組
織
で
す
。
災
害
は
自
分
自
身
に
起
こ
る
こ
と
で

あ
る
と
い
う
認
識
を
持
ち
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
、
地
域
の

人
々
に
よ
る
組
織
的
な
防
災
活
動
を
行
い
、
地
域
防
災
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
き
な
災
害
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
国
・
県
・
市
町
村
な
ど

行
政
が
災
害
か
ら
住
民
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

○
道
路
の
寸
断
で
現
場
に
着
け
な
い
。

○
多
く
の
地
域
で
救
助
を
求
め
る
た
め
、救
助
へ
向
か
え
な
い
。

　
災
害
に
対
し
て
は
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
＝
「
自
助
」、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
＝
「
共
助
」
が
基
本
で

す
。災

害
時
に
手
助
け
が
必
要
な
人
は

　
災
害
時
に
何
か
し
ら
の
手
助
け
を
必
要
と
す
る
人
や
そ

の
家
族
は
、
日
頃
か
ら
積
極
的
に
防
災
訓
練
に
参
加
し
た

り
、
近
隣
住
民
に
ど
ん
な
援
助
を
し
て

ほ
し
い
の
か
伝
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
町
は
災
害
時
要
援
護
者
台
帳

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　自
主
防
災
組
織
の
役
割

平
常
時

災
害
に
備
え
る
た
め
の
活
動
を
し
ま
す
。

①
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

防
災
訓
練
や
講
習
会
を
通
じ
て
、
正
し
い

防
災
知
識
を
住
民
に
伝
え
る
。

②
地
域
内
の
安
全
点
検

地
域
内
の
危
険
箇
所
や
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
改
善
す
る
。

③
防
災
訓
練

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
訓
練
す
る
。

災
害
時

人
命
を
守
り
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
行
動
し
ま
す
。

①
初
期
消
火

出
火
防
止
や
初
期
消
火
活
動
を
す
る
。

②
避
難
誘
導

住
民
を
避
難
所
な
ど
安
全
な
場
所
に
誘
導
す
る
。

③
救
出
・
救
助

負
傷
者
な
ど
を
救
出
し
、
応
急
手
当
を
す
る
。

④
情
報
の
収
集
・
伝
達

公
的
機
関
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
情
報
を
住
民
に
伝
達
す
る
。

⑤
一
時
避
難
所
等
の
管
理
・
運
営

一
時
避
難
所
等
で
給
食
・
給
水
活
動
等
を
す
る
。

地
域
の
人
と
顔
見
知
り
に
な
ろ
う

　
仕
事
や
子
育
て
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、
自
主
防
災

組
織
の
活
動
に
参
加
で
き
な
い
場
合
は
、
地
域
で
開
催
さ

れ
る
防
災
訓
練
や
地
域
の
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
祭
り
や
運
動
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
人
々

と
顔
見
知
り
に
な
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
日
頃
か
ら
の
地
域
同
士
の
つ
な
が
り
が
、
災
害
時
に
大

き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　災
害
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら
入
手

町
内
７
地
区
で
防
災
懇
談
会
を
開
催

　
町
で
は
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
を
教
訓
に
、
町
防
災
計
画

の
見
直
し
お
よ
び
強
固
な
防
災
対
策
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　
町
内
の
各
地
区
で
防
災
懇
談
会
を
開

催
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が

ら「
災
害
に
強
い
ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

公 助
国・県・市
町村など行
政が住民を
災害から守
ること

共 助
地域社会が
お互いを災
害から守る
こと

自 助
地域住民一
人ひとりが
自分自身を
災害から守
ること

検
索

矢
掛
町
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Information
まちからの

お知らせ

　
宇
内
ホ
タ
ル
観
賞
旬
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　
期
間
中
は
井
原
鉄
道
矢
掛
駅
か
ら
宇
内
ホ
タ
ル
公
園
ま
で
無
料
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。（
今
年
は
井
原
鉄
道
小
田
駅
に
は
停
車
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

※

雨
天
の
場
合
は
運
休
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※

宇
内
ホ
タ
ル
公
園
に
は
駐
車
場
が
な
い

た
め
井
原
鉄
道
と
無
料
送
迎
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※

期
間
中
は
公
園
内
の
養
殖
場
の
見
学
も

可
能
で
す
。

※

６
月
１
日
㈯
は
ホ
タ
ル
祭
り
開
催
に
伴

い
、
バ
ス
の
便
数
を
増
や
し
ま
す
。

幻
想
的
な
光
を
堪
能
し
て

宇
内
ホ
タ
ル
観
賞
旬
間
ス
タ
ー
ト

　
矢
掛
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
希
望

者
は
、
指
定
様
式
の
受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
添
え
て
、
総
務
企
画

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

随
時
募
集

【
調
理
員
】
嘱
託
職
員
　
若
干
名

●
資
格
要
件
　
不
問

●
勤 

務 

先
　
矢
掛
病
院
、
矢
掛
寮
、
町
内
保
育
園
、
給
食
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
限
　
随
時
（
合
格
者
が
決
定
次
第
締
め
切
り
）

●
そ 

の 

他
　
就
業
時
間
、
休
日
等
は
就
業
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
す
。

【
右
記
の
他
に
も
随
時
募
集
中
で
す
！
】

　（
嘱
託
職
員
）
看
護
師
・
保
育
士

　（
臨
時
職
員
））
保
育
士
・
介
護
職
員
（
た
か
つ
ま
荘
）

ご
家
族
、
ご
友
人
の
皆
さ
ん
へ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

キ
ラ
リ
☆
輝
く
ま
ち
へ

矢
掛
町
職
員
を
募
集

新
小
林
町
営
住
宅
（
小
林
48
番
地
）

●
賃
貸
内
容
　
１
戸

　
間
取
り
　
２
Ｄ
Ｋ

　
家
賃
（
月
額
）
２
０
，
０
０
０
円
〜
５
３
，
０
０
０
円

　※

家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
５
月
21
日
㈫
〜
31
日
㈮

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（
土
、
日
は
除
く
）

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

オ
ー
ル
電
化
住
宅

新
小
林
町
営
住
宅
新
規
入
居
者
募
集

　
町
環
境
衛
生
協
議
会
で
は
、
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

と
生
ご
み
な
ど
排
出
時
の
軽
量
化
に
よ
り
、「
家
庭
か
ら
の
可
燃

ご
み
排
出
総
量
＝
１
，
７
６
０
ｔ
以
下
（
令
和
元
年
度
）」
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
各
家
庭
で
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
減
量
化
意
識
を
持
っ
て
、

よ
り
一
層
、
分
別
収
集
と
可
燃
ご
み
の
減
量
化
・
軽
量
化
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ご
み
減
量
化
対
策
に
つ
い
て

　
生
ご
み
の
削
減
、
生
ご
み
水
分
カ
ッ
ト
、
堆
肥
に
リ
サ
イ
ク

ル
を
。

　
食
べ
残
し
を
出
さ
な
い
よ
う
、
調
理
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

生
ご
み
は
捨
て
れ
ば
可
燃
ご
み
で
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば

有
効
な
堆
肥
に
変
わ
り
ま
す
。Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
、エ
コ
ペ
ー
ル
等
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
ポ
ス
ト
設
置
費
補
助
金

（
購
入
費
の
２
／
３
　
補
助
上
限
　
５
，
０
０
０
円
）

生
ご
み
処
理
機
器
設
置
費
補
助
金

（
購
入
費
の
２
／
３
　
補
助
上
限
６
０
，
０
０
０
円
）

可
燃
ご
み
の
減
量
に
一
層
の
ご
協
力
を

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページからダウンロード
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、
120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒角２号（Ａ４
判）を同封して送付してください。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
際
し

多
く
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
矢
掛
町
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
全
国
の
た
く
さ

ん
の
人
か
ら
、
温
か
い
励
ま
し
と
と
も
に
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
災
害
支
援
と
し
て
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
全
額
を
被
災
者
支
援
と
復
興
の
た
め
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
寄
付
の
内
訳
】

•
ふ
る
さ
と
納
税
　
　
　
　
　
１
２
，
９
４
５
，
６
０
８
円

　（
う
ち
矢
掛
高
校
バ
ス
支
援
分
　
１
０
，
９
０
８
，
６
０
８
円
）

•
ふ
る
さ
と
納
税
以
外
の
寄
付
（
個
人
や
企
業
・
団
体
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
５
，
９
０
１
，
３
６
４
円

•
窓
口
で
の
募
金
箱
へ
の
寄
付
　
３
，
１
４
３
，
５
０
０
円

■問
総
務
企
画
課
財
政
管
財
係
　

　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
６
０
７

税
・
保
険
料
の

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
！

●
納
期
限
内
に
納
付
を

　
皆
さ
ん
か
ら
町
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
・
保
険
料
は
、
ま
ち

づ
く
り
や
各
保
険
を
円
滑
に
運
営
し
て
い
く
上
で
基
盤
と
な
る

貴
重
な
財
源
で
す
。
そ
の
た
め
、
有
線
放
送
や
広
報
紙
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
手
段
に
よ
り
、
納
期
限
内
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
上
で
、
納
付
や
ご
連
絡
の
な
い
人
に
関
し
て
は
、
関
係

機
関
と
協
力
し
て
土
地
建
物
や
預
貯
金
口
座
、
給
与
な
ど
の
財

産
の
差
押
に
よ
る
強
制
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料
等
が
か
か
り
ま
す

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
と
、
納
期
限
か
ら
20
日
以
内
に

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
１
件
あ
た
り
50
円
の
督

促
手
数
料
を
追
加
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
遅
れ
て
納
付
し
た
日
ま
で
の
期
間

に
応
じ
た
延
滞
金
を
お
さ
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
納
付
相
談
は
お
気
軽
に

　
家
庭
や
仕
事
の
事
情
な
ど
で
納
期
限
内
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
、
納
付
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■問
町
民
課
資
産
税
係
・
住
民
税
係

　 

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

■問
町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

　
美
川
地
区
の
家
庭
大
型
ご
み
収
集
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
注
意
事
項
を
厳
守
の
う
え
、

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
地
区
　美
川
地
区

●
収
集
日
時
　
６
月
２
日
㈰ 

午
前
８
時
〜
10
時

●
収
集
場
所
　
美
川
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

●
収
集
す
る
も
の
（
30
セ
ン
チ
以
上
の
不
燃
物
に
限
る
）

　
•
電
気
製
品
（
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・
扇
風
機
・
ス
ト
ー
ブ
等
）

　
•
自
転
車
（
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
を
取
り
除
い
た
も
の
）

　
•
と
た
ん
等
の
金
属
製
の
も
の
、
バ
ッ
テ
リ
ー

●
収
集
し
な
い
も
の

　
•
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
衣
類
乾
燥
機
・
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
の
家
電
６
品
目

　
•
オ
ー
ト
バ
イ
・
消
火
器
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
類

美
川
地
区
家
庭
大
型
ご
み
収
集
を
実
施
し
ま
す

■問
町
環
境
衛
生
協
議
会

　 

町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

災害支援寄付金
総額 71,990,472 円
（３月末現在）

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

　 

☎（
82
）１
０
１
６

と  き　５月 25日㈯～６月 3日㈪
矢掛駅発　　　　  ホタル公園着
午後７時 15分 → 午後７時 45分

【行き】

ホタル公園発　　  矢掛駅着
午後８時 50分 → 午後９時 20分

【帰り】

平成 30年度の差押実績 件  数 差押金額（円）

給　与　の　差　押 12 157,070

預  貯  金  の  差  押 2 126,800

その他債権の差押 9 59,573

合　計 23 343,443

平成 30年度の差押実績
委　託　先 委託人数 徴収金額（円）

岡山県市町村税整理組合 22人
3法人 1,172,566

岡山県滞納整理推進機構 10人 843,922

平成 30年度の徴収委託状況

ごみ袋有料化

（年度）

（ t ）

4令和元年５月号



Information
まちからの

お知らせ

　
宇
内
ホ
タ
ル
観
賞
旬
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　
期
間
中
は
井
原
鉄
道
矢
掛
駅
か
ら
宇
内
ホ
タ
ル
公
園
ま
で
無
料
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。（
今
年
は
井
原
鉄
道
小
田
駅
に
は
停
車
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

※

雨
天
の
場
合
は
運
休
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※

宇
内
ホ
タ
ル
公
園
に
は
駐
車
場
が
な
い

た
め
井
原
鉄
道
と
無
料
送
迎
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※

期
間
中
は
公
園
内
の
養
殖
場
の
見
学
も

可
能
で
す
。

※

６
月
１
日
㈯
は
ホ
タ
ル
祭
り
開
催
に
伴

い
、
バ
ス
の
便
数
を
増
や
し
ま
す
。

幻
想
的
な
光
を
堪
能
し
て

宇
内
ホ
タ
ル
観
賞
旬
間
ス
タ
ー
ト

　
矢
掛
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
希
望

者
は
、
指
定
様
式
の
受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
添
え
て
、
総
務
企
画

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

随
時
募
集

【
調
理
員
】
嘱
託
職
員
　
若
干
名

●
資
格
要
件
　
不
問

●
勤 

務 

先
　
矢
掛
病
院
、
矢
掛
寮
、
町
内
保
育
園
、
給
食
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
限
　
随
時
（
合
格
者
が
決
定
次
第
締
め
切
り
）

●
そ 

の 

他
　
就
業
時
間
、
休
日
等
は
就
業
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
す
。

【
右
記
の
他
に
も
随
時
募
集
中
で
す
！
】

　（
嘱
託
職
員
）
看
護
師
・
保
育
士

　（
臨
時
職
員
））
保
育
士
・
介
護
職
員
（
た
か
つ
ま
荘
）

ご
家
族
、
ご
友
人
の
皆
さ
ん
へ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

キ
ラ
リ
☆
輝
く
ま
ち
へ

矢
掛
町
職
員
を
募
集

新
小
林
町
営
住
宅
（
小
林
48
番
地
）

●
賃
貸
内
容
　
１
戸

　
間
取
り
　
２
Ｄ
Ｋ

　
家
賃
（
月
額
）
２
０
，
０
０
０
円
〜
５
３
，
０
０
０
円

　※

家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
５
月
21
日
㈫
〜
31
日
㈮

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（
土
、
日
は
除
く
）

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

オ
ー
ル
電
化
住
宅

新
小
林
町
営
住
宅
新
規
入
居
者
募
集

　
町
環
境
衛
生
協
議
会
で
は
、
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

と
生
ご
み
な
ど
排
出
時
の
軽
量
化
に
よ
り
、「
家
庭
か
ら
の
可
燃

ご
み
排
出
総
量
＝
１
，
７
６
０
ｔ
以
下
（
令
和
元
年
度
）」
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
各
家
庭
で
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
減
量
化
意
識
を
持
っ
て
、

よ
り
一
層
、
分
別
収
集
と
可
燃
ご
み
の
減
量
化
・
軽
量
化
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ご
み
減
量
化
対
策
に
つ
い
て

　
生
ご
み
の
削
減
、
生
ご
み
水
分
カ
ッ
ト
、
堆
肥
に
リ
サ
イ
ク

ル
を
。

　
食
べ
残
し
を
出
さ
な
い
よ
う
、
調
理
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

生
ご
み
は
捨
て
れ
ば
可
燃
ご
み
で
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば

有
効
な
堆
肥
に
変
わ
り
ま
す
。Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
、エ
コ
ペ
ー
ル
等
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
ポ
ス
ト
設
置
費
補
助
金

（
購
入
費
の
２
／
３
　
補
助
上
限
　
５
，
０
０
０
円
）

生
ご
み
処
理
機
器
設
置
費
補
助
金

（
購
入
費
の
２
／
３
　
補
助
上
限
６
０
，
０
０
０
円
）

可
燃
ご
み
の
減
量
に
一
層
の
ご
協
力
を

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページからダウンロード
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、
120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒角２号（Ａ４
判）を同封して送付してください。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
際
し

多
く
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
矢
掛
町
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
全
国
の
た
く
さ

ん
の
人
か
ら
、
温
か
い
励
ま
し
と
と
も
に
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
災
害
支
援
と
し
て
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
全
額
を
被
災
者
支
援
と
復
興
の
た
め
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
寄
付
の
内
訳
】

•
ふ
る
さ
と
納
税
　
　
　
　
　
１
２
，
９
４
５
，
６
０
８
円

　（
う
ち
矢
掛
高
校
バ
ス
支
援
分
　
１
０
，
９
０
８
，
６
０
８
円
）

•
ふ
る
さ
と
納
税
以
外
の
寄
付
（
個
人
や
企
業
・
団
体
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
５
，
９
０
１
，
３
６
４
円

•
窓
口
で
の
募
金
箱
へ
の
寄
付
　
３
，
１
４
３
，
５
０
０
円

■問
総
務
企
画
課
財
政
管
財
係
　

　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
６
０
７

税
・
保
険
料
の

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
！

●
納
期
限
内
に
納
付
を

　
皆
さ
ん
か
ら
町
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
・
保
険
料
は
、
ま
ち

づ
く
り
や
各
保
険
を
円
滑
に
運
営
し
て
い
く
上
で
基
盤
と
な
る

貴
重
な
財
源
で
す
。
そ
の
た
め
、
有
線
放
送
や
広
報
紙
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
手
段
に
よ
り
、
納
期
限
内
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
上
で
、
納
付
や
ご
連
絡
の
な
い
人
に
関
し
て
は
、
関
係

機
関
と
協
力
し
て
土
地
建
物
や
預
貯
金
口
座
、
給
与
な
ど
の
財

産
の
差
押
に
よ
る
強
制
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料
等
が
か
か
り
ま
す

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
と
、
納
期
限
か
ら
20
日
以
内
に

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
１
件
あ
た
り
50
円
の
督

促
手
数
料
を
追
加
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
遅
れ
て
納
付
し
た
日
ま
で
の
期
間

に
応
じ
た
延
滞
金
を
お
さ
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
納
付
相
談
は
お
気
軽
に

　
家
庭
や
仕
事
の
事
情
な
ど
で
納
期
限
内
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
、
納
付
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■問
町
民
課
資
産
税
係
・
住
民
税
係

　 

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

■問
町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

　
美
川
地
区
の
家
庭
大
型
ご
み
収
集
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
注
意
事
項
を
厳
守
の
う
え
、

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
地
区
　美
川
地
区

●
収
集
日
時
　
６
月
２
日
㈰ 

午
前
８
時
〜
10
時

●
収
集
場
所
　
美
川
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

●
収
集
す
る
も
の
（
30
セ
ン
チ
以
上
の
不
燃
物
に
限
る
）

　
•
電
気
製
品
（
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・
扇
風
機
・
ス
ト
ー
ブ
等
）

　
•
自
転
車
（
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
を
取
り
除
い
た
も
の
）

　
•
と
た
ん
等
の
金
属
製
の
も
の
、
バ
ッ
テ
リ
ー

●
収
集
し
な
い
も
の

　
•
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
衣
類
乾
燥
機
・
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
の
家
電
６
品
目

　
•
オ
ー
ト
バ
イ
・
消
火
器
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
類

美
川
地
区
家
庭
大
型
ご
み
収
集
を
実
施
し
ま
す

■問
町
環
境
衛
生
協
議
会

　 

町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

災害支援寄付金
総額 71,990,472 円
（３月末現在）

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

　 

☎（
82
）１
０
１
６

と  き　５月 25日㈯～６月 3日㈪
矢掛駅発　　　　  ホタル公園着
午後７時 15分 → 午後７時 45分

【行き】

ホタル公園発　　  矢掛駅着
午後８時 50分 → 午後９時 20分

【帰り】

平成 30年度の差押実績 件  数 差押金額（円）

給　与　の　差　押 12 157,070

預  貯  金  の  差  押 2 126,800

その他債権の差押 9 59,573

合　計 23 343,443

平成 30年度の差押実績
委　託　先 委託人数 徴収金額（円）

岡山県市町村税整理組合 22人
3法人 1,172,566

岡山県滞納整理推進機構 10人 843,922

平成 30年度の徴収委託状況

ごみ袋有料化

（年度）

（ t ）
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講座が始まりました
　ふれあい会館の講座は、技能習得のなかで人との交流・ふれあいを大切にしています。定員に満たない講
座は、男女を問わず、初心者の方からでも広く受講生を募集しています。詳しくはお問い合わせください。

＜随時見学　受付中！＞

＊開設講座＊　料理・絵手紙（月1回：年会費1,800円）
　　　　　　　大正琴・華道・着付け・洋裁・煎茶・パッチワーク・書道・抹茶（月2回：年会費3,600円）
　　　　　　　太極拳（月3回：年会費5,400円）
＊自主講座＊　読み語りサークル『コロボックル』

ふれあい会館だより� ■問 ふれあい会館　☎（83）0119　有線 5350

　ふれあい会館は、コミュニティーセンターとして活用してもらえる町立の福祉施設です。
各種相談事業をはじめ、教養文化活動の充実や地域のボランティアグループとの連携など、地域社会に密着
して人権問題に対する理解を深めるための啓発活動をしています。

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

ふれあい会館へ気軽にお立ち寄りください！

　認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
地
域
で
温
か
く
見
守
る
「
応
援
者
」
の
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
の
団
体
で
も

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
内

　
容

　「認
知
症
と
は
、
ど
う
い
う
病
気
な
の
か
？
」「
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
に
、
ど
ん
な
声
を
か
け
た
ら
い
い
か
？
」
を
学
び
ま
す
。

●
と

　
き
　平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
の
間
の
１
時
間
程
度

※

10
人
以
上
の
団
体
単
位
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

開
催
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎（
82
）１
０
１
３
　有
線
０
５
７
２

　町
で
は
、
平
成
28
年
３
月
に
、
す
べ
て
の
町
民
が
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
を
目
指
す
健
康
や
か
げ
21
と
食
育
推
進
計
画
を
一

体
的
に
し
た
計
画
「
健
康
や
か
げ
21
・
食
育
推
進
計
画
」）
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
「
塩
分
を
控
え
　し
っ
か
り
動
き
　延
ば
せ
　心
と
体
の
　健
康
寿
命
！
」
を
踏
ま
え
、

「
個
人
」・「
家
族
」・「
行
政
」
の
役
割
と
取
り
組
み
を
明
確
に
し
、

ま
ち
全
体
で
健
康
づ
く
り
と
食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　平
成
31
年
３
月
に
は
、
自
殺
対
策
に
つ
い
て
ま
と
め
た
追
補
版

を
策
定
し
ま
し
た
。
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。　な

お
、
本
計
画
お
よ
び
追
補
版
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
保
健
業
務
係

　☎（
82
）１
０
１
３
　有
線
９
６
３
０

まちからの
お知らせ

健
康
や
か
げ
21
・
食
育
推
進
計
画

地
域
で
支
え
合
う
環
境
づ
く
り

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
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保健福祉課健康づくり係・保健業務係
　 ☎（82）1013　 有線　9630
問

健康的な食習慣を身につけましょう！！
～ ６月は「食育月間」です ～

★健全な食生活のために今日からできるワンポイント★

　「食育」とは、生きる上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となるものです。また、さまざまな経験を通じて「食」
に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践できる人間を育てることです。家庭・地域・町全
体で食育を進めていきましょう。

（１）食事のバランスを整える
　主食（ご飯・パンなど）、主菜（肉・魚・卵・大豆製品などを使ったメインのおかず）、
副菜（野菜・豆・きのこ・海藻などを使ったおかず）をそろえましょう。
　主食：主菜：副菜＝３：１：２の割合で食べるとバランスが整いやすくなります。

（２）早寝・早起き・朝ごはん
　朝ごはんは１日を元気に過ごすための大切な食事です。
　朝ごはんをしっかり食べるためにも、早寝・早起きなど、生活リズムから整えていき
ましょう。

（４）間食やアルコールはほどほどに
　お菓子類やジュース類、アルコールをついつい摂りすぎていませんか。エネルギーや脂質・食塩の摂取量に影響を与
えています。内容や頻度を一度見直してみましょう。

（３）減塩を心がけましょう
　生活習慣病予防のためには、食塩摂取の目標量が男性で８ｇ未満、女性で７ｇ未満と言われています。小さなことから
コツコツと減塩に取り組んでいきましょう。
　（例）しょうゆを「かける」から「つける」に変える（約0.5ｇの減塩）、汁物を１日１回までにする（みそ汁１杯あたり約1.5ｇ）、
麺類の汁を残す（約２ｇの減塩）

（５）栄養成分表示を活用してみよう
　食料品を買うときは栄養成分表示もチェックしてみましょう。エネルギーや食塩量な
ど、食品選択のヒントになります。「こんなに含まれていたの !?」と驚きがあるかもしれ
ません。

６月の健康カレンダー

Health  Calendar　JuneHealth  Calendar　June

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 0 時30分～1時
開催：午後 1 時～  5日㈬ １歳6か月児健康診査

受付：午前 9時 20分～30分
開催：午前 9時 30分13日㈭

受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～19日㈬

すこやか育児学級
対象：7～10か月児

開催：午前 9時～午後 1時20日㈭ 栄養改善教室

育児相談

と　き 受　　　付 内　　　容

休日当番医

  2日㈰
  9日㈰
16日㈰

30日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
※事前に連絡をしてから受診してください。

23日㈰ ☎(84)０００１あゆみクリニック
☎(82)１０５０小　塚　医　院
☎(82)１３２１水川内科医院
☎(82)０３０８鳥　越　病　院

と　　き 病　　　院　　　名

栄養成分表示（100g 当たり）
エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
食塩相当量

○○kcal
○○g
○○g
○○g
○○g
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　基本目標　 �矢掛町の幼稚園・小学校・中学校は、地域とともにある学校を推進する中で、幼児・児童・生徒が知・徳・体の調和のとれた成長ができるように努める。
1 豊かな心・健やかな体の育成

⑴豊かな心の育成
⑵健康づくりの推進
2 不登校児童・生徒の解消

⑴「魅力ある学校づくり」の推進
⑵教育相談活動の充実（各校アンケート実施および矢掛町教育相談室の充実）
⑶小中連携による「つながり」のある指導の推進
⑷学校の組織的な不登校対策体制の構築
⑸適応指導教室「ひまわりの家」の有効な活用と保護者・学校との一層の連携
3 確かな学力の向上

⑴児童生徒の実態に応じた学力向上の取り組み推進
⑵学力不振児童・生徒の解消
⑶コミュニケーション能力の育成
⑷家庭学習の充実
4 特別支援教育の充実

⑴全校園の教職員研修の充実と指導力の向上
⑵特別支援教育の観点を生かした通常学級における指導の工夫
⑶教育支援員の配置による支援の一層の充実
⑷教育と福祉の連携による支援の充実（子ども支援会議の開催）
5 外国語教育の充実
　⑴保育園・幼稚園における英語活動の充実（Yakage plan の実施）
　⑵小学校における外国語活動および外国語科の拡充に向けた取り組みの実施
　⑶学校園外で楽しんで英語に触れる機会の設定
6 保幼小連携・小小連携・小中連携の強化・拡充

⑴「つながり」のある指導
⑵小学校教職員の合同研修および小中教職員合同研修の実施
⑶中１ギャップの解消に向けた小中連携の取り組み
⑷小規模活性化等の取り組みの推進
7 学校園・家庭・地域が連携した教育の推進

⑴学校運営協議会を核とした地域とともにある「開かれた学校づくり」の推進
⑵全教職員・関係者・専門家等による学校評価を踏まえた教育の推進
⑶地域ボランティアによる支援の充実（地域コーディネーターとの連携）
⑷「やかげっこプラン」を活用した学校園と家庭との役割の共有
8 教職員の働き方改革の推進

⑴働き方改革プランの策定と周知
⑵教職員の勤務時間を意識した働き方の推進
⑶教職員の「負担感」の軽減と「やりがい感」の醸成
9 キャリア教育の推進

⑴望ましい勤労観や職業観の育成に向けた教育活動の整備
⑵職場体験学習やボランティア活動の推進
� 就学前教育の充実に向けての検討

⑴ 認定こども園へのスムーズな移行とともに、移行後の小学校との連携につ
いての研究・協議

2019年度教育行政重点施策

↑小学校 外国語活動・外国語科の先行実施

↑合同授業の充実

↑教職員研修の充実（新教育課程に向けて）

↑「お楽しみ給食」が待ち遠しいね

学校
教育

ふる里やかげを愛し、ふる里やかげで活躍するたくましい子ども
―家庭・学校園・地域のつながりを大切にして―

　家庭、学校園、地域が連携し、子どもたちの豊かな心と体を育むとともに、確かな学力の向上を図り、「ふる里やか
げを愛し、ふる里やかげで活躍するたくましい子どもの育成」を目指します。また、生涯学習を積極的に推進し、文化・
スポーツの振興を図り、学びを通じた人づくりや地域づくりなど、魅力ある地域社会の形成を目指します。

《矢掛町が目指す子ども像》

8令和元年５月号



　
基本目標

　 �すべての町民が、お互いを尊重し、支え合いながらともに生活していく
ことを基本に、自由に学習機会を選択して、意欲的に学ぶことができる
環境整備や情報提供の充実に一
層努める。さらに学びを通じた
人づくりや地域づくりなど、魅
力ある地域社会の形成に努める。

1 生涯学習の推進体制の整備と充実
　⑴ 地域・学校・県・他市町村等関係機関との

連携による人的・物的な学習環境の整備
　⑵生涯学習情報発信の充実

　⑶出前講座の充実
　⑷生涯学習のつどいの充実と参加者の交流促進
2 学校・家庭・地域との連携強化

⑴地域未来塾事業の推進（月曜日学習会）
⑵地域学校協働本部事業の充実
⑶土曜日教育支援事業の推進
⑷ふるさと納税を活用した学校支援
⑸防災キャンプの自主実施の促進による防災意識の高揚
3 家庭教育の充実

⑴親育ち応援学習講座の支援
⑵家庭教育学級の支援
4 青少年教育の充実

⑴ 小中高生の海外派遣の参加促進と実施
⑵ 地区公民館の行事等における小中高生の参加促進
⑶ 小中高生の地域活動の促進と支援
⑷模擬議会の実施
5 成人・高齢者教育の充実

⑴ 成人、高齢者の生涯学習活動への参加促進
⑵寿大学の開催
6 公民館活動の充実

⑴地区公民館の自主的運営の支援
⑵公民館職員の研修会等への積極的な参加促進
7 スポーツ・レクリエーション活動の振興

⑴軽スポーツ、ニュースポーツの普及
⑵総合型地域スポーツクラブとの連携
⑶スポーツ、レクリエーション指導者の育成
⑷スポーツイベント、スポーツ教室の充実
⑸スポーツ施設の利活用の促進
⑹体育協会等のスポーツ団体の支援
8 文化財の保護と活用

⑴ 旧矢掛宿の町並みにおける重要伝統的建造物群保存地区選定に向けての取り
組み

⑵文化財の保護および保存施設の充実
⑶郷土の文化財の周知活動
9 芸術・文化の振興

⑴おかやま矢掛本陣文学賞の実施
⑵文化協会等の芸術・文化団体の支援
� 文化施設の充実および活用の拡充

⑴文化センター、図書館、美術館等を利用した学習機会の充実
⑵図書館の読書環境の整備および図書館資料を活用した事業の開催
⑶魅力ある特別展・企画展の開催および参加型美術館の推進
�人権意識の高揚

⑴人権教育講座、研修会の充実
⑵地域住民および町内企業への研修機会の充実

ふる里やかげを愛し、ふる里やかげで活躍するたくましい子ども
－家庭・学校園・地域のつながりを大切にして－

↑山口マオ「わにわに」の絵本原画展

↑町民カローリング大会

↑ホームステイ　オーストラリアへ

↑中学校教員による出前授業（小中連携）

↑家庭・地域と連携した教育の推進

生涯
学習

↑えいごであそぼう！
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山田小茶摘み祭り、地域の伝統伝える

　４月23日、昨年の豪雨災害で浸水被害を受けていた中川小学校図書室の利用が再開されました。
　校舎は床上約1.5メートルまで浸水したため、これまであった本は利用できなくなり、校舎での授業が再開し
てからも本の収集や登録作業等を行っていました。
　多くの寄付により環境が整い、再開した図書室に児童たちの笑顔が溢れました。
　また、５月７日には梅雨時期の大雨による小田川の氾濫を想定した避難訓練が行われました。
　訓練には、教職員や地域住民らも参加し、校庭に集合した後に高学年と低学年の児童でペアを組み、指定避難
所のＢ＆Ｇ海洋センターまでの道のりを歩いて確認しました。道中は町ハザードマップを手に浸水エリア外のコ
ースを選びながら約30分かけて移動。小田真一校長は、「備えあれば憂いなしという気持ちで、何事も事前に対
策を考えることが大切」と呼びかけました。

吉備公祭、五月晴れのもと盛大に

復興と防災対策に尽力、中川小学校

↑図書室で本を読む児童ら。
被災直後の図書室→

↑地域住民も参加した避難訓練の様子。

↑かすりの着物を着て新芽を摘み取る児童ら。

　５月９日、山田小学校の茶畑で「茶摘み祭り」が
開催されました。
　児童は、着物や法被、かすりの着物を着て新芽を
摘み取り、訪れた保護者や地域住民とのふれあいを
楽しみました。
　茶畑は昭和初期、山田青年学校の教師であった三
宅誠氏が静岡からお茶の種を購入して育てたもの
が、現在７ａの茶畑になったもので地域に根付いた
伝統行事となっています。
　この日は山田小児童86人に加え、幼稚園児、保
護者、長寿会、地域住民らが参加しました。

10令和元年５月号

まちの
わだい

　５月５日、日本の歴史公園百選に選定されている
吉備真備公園（東三成）で恒例の「吉備公祭」が行
われました。
　この祭りは、吉備真備公の遺徳を偲び、毎年開催
されているもので、今回で42回目となります。神
事が行われた後に子ども神楽やカラオケ大会、演芸、
恒例の餅まき大会が行われました。
　会場内では、綿菓子コーナーや特産品販売コーナ
ー、お茶席などが設けられたほか、公園内にある館
址亭の手打ちうどんに長蛇の列ができるなど多くの
来場者でにぎわいました。

↑晴天に恵まれ、多くの来場者でにぎわいました。



100歳おめでとうございます
　４月22日、三

み や け

宅清
きよ

子
こ

さ
ん（小田）が100歳のお誕
生日を迎えられました。
　三宅さんの長寿の秘訣
は、体を使いよく働いたこ
とだそうです。

　５月５日、久
く ぼ た

保田清
きよ

香
か

さ
ん（小田）が100歳のお誕
生日を迎えられました。
　久保田さんの長寿の秘訣
は、好きなものを食べて、
自然に暮らすことだそうで
す。

11 令和元年５月号

今 月 の 出 来 事 まちのわだい

↑山野町長に支援金を手渡したしゃちほこ BOY選手（左）
と吉野正人選手（右）。

　平成30年７月豪雨からの復興に向け、矢掛町に
対して多くの皆様からご支援ご協力をいただいて
います。
　４月26日、㈱ドラゴンゲートエンターテイメン
ト（木戸亨代表取締役／兵庫県）から100万円の
災害支援金が贈呈されました。
　同団体所属で覆面レスラーのしゃちほこBOY選
手が矢掛町出身であることから、興行先などで募っ
た寄付金を被災地ごとに配分。来庁したしゃちほこ
BOY選手は、少しでも復興に役立ててほしいと話
し、山野町長から感謝状を受け取りました。

復興に向け、多大なご支援に感謝

平成30年7月豪雨

　４月初旬から中旬にかけて町内各地で美しい
花々が咲き誇りました。
　圀勝寺（東三成）の樹齢 350年を超える椿は、
毎年落下した真紅の花が樹下を美しく彩り、県内外
から多くの来場者が訪れ、カメラやスマートフォン
を片手に撮影していました。
　また同じ頃、吉祥寺（上高末）の海棠も薄ピンク
の美しい花が見頃を迎えました。昨年オープンした
休憩施設「桃源郷はなしの里憩いの館」と併せて自
然を楽しむ人で賑にぎわいました。

百花繚乱、矢掛の春を彩る花たち

↑真紅の絨毯が美しい椿。
←薄ピンクの花が可憐な海棠。

交通安全啓発に役立てて

子どもたちの読書活動の一助に

　５月10日、野
の ぎ

木ヨシヱ
さん（宇内）が100歳のお
誕生日を迎えられました。
　野木さんの長寿の秘訣
は、くよくよせず、人に感
謝することだそうです。

　４月 11日、トマト銀行
から夜光たすき50本が町
に寄贈されました。
　交通安全啓発の出前講座
などで高齢者に配布される
予定です。

　5月 10日、井原ロータ
リークラブ（久津間茂明会
長）から学校図書購入費が
町教育委員会へ寄贈されま
した。



■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室

『ノンタンのたんじょうび』より 『あかんべノンタン』より
©キヨノサチコ／偕成社

　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　令和元年がスタートしました。新元号“令和”は日本
最古の歌集「万葉集」の梅の花にまつわる序文から採用

されました。国書である日本古典からの採用は初めてとのこと。これを受け「万葉集」に
まつわる書籍が注目されています。図書館にも万葉集関連の本が多数ありますので、ぜひ
手に取ってみてください。
　元号も新しくなり心機一転、何か新しい事を始めようかな…と考えている皆さん図書館
でお気に入りの１冊を探してみてはいかがでしょうか。

カウンターからの情景

図書館のイベント
おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　5月25日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　図書館　幼児コーナー
◆内　容　えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本
の読み聞かせやエプロンシアターなど楽しいおは
なしがいっぱい。

朝一落語
◆と　き　5月25日㈯　午前9時 30分〜
◆ところ　図書館
◆内　容　車家化狐。さんによる楽しい落語

童話教室
◆と　き　5月26日㈰　午後2時〜
◆ところ　視聴覚室
◆内　容　川越文子先生による童話の書き方教室

えいごであそぼう
◆と　き　6月 8日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲーム

など
※�先生の都合により日時が変更になる場合があり
ます。

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

は休館日

24

日

3 4 5 76 8
1

9
2
10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
25 26 27 28 29

火水木金

23
30

月

5月の休館日
　20日（月）・27日（月）

土
6月の図書館カレンダー

　　　　　特別展　ノンタン絵本の世界展
　　　　　　　　 もっと！ノンタン みんなだいすき！　会期/6月30日（日）まで

◆開館時間　�午前9時～午後5時
　（入館は午後4時30分まで）
◆休 館 日　月曜日
◆観 覧 料　
　一　般　600円　中高生　400円
　小学生　200円　未就学児は無料

平成最後の10年間の両陛下の道のりをたどる珠玉の
お言葉集。

「道　天皇陛下御即位三十年記念記録集
平成二十一年～平成三十一年」　宮内庁／編

「そして、バトンは渡された」
　　　　　　　　　瀬尾まいこ／著　文芸春秋／発行

おすすめの1冊

血の繋がらない親の間をリレーされ４回も名字が変
わった17歳の森宮優子。だが、彼女はいつも愛さ
れていた。2019年本屋大賞受賞作品。　

＊おたのしみコーナー・各種ワークショップなどについては、展覧会ちらし・美術館ホームページ・フェイスブック
等でご確認ください。

　親から子へ、世代をこえて愛され続けているノンタンは、1976年、絵本作家・キヨノサチコさんによる絵本『ノ
ンタンぶらんこのせて』（偕成社）で誕生しました。いたずら好きでわんぱくで元気いっぱいの猫のおとこのこ
ノンタンは、子どもたちの心をひきつけ、たちまち大人気となりました。その後も、40作近くの絵本等が刊行
され、大人気シリーズとなりました。
　本展では、「ノンタン」シリーズの絵本原画約80点をご紹介します。親子で、またおじいちゃんやおばあちゃ
んと一緒に楽しいひとときが過ごせますように。

12令和元年５月号



我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday

     みやけ　れ  な

三宅玲菜ちゃん（小田）
（H30年 5 月21日生まれ）
元気いっぱい、大きくなあれ。
大好きだよ♡

    あら  き    か  のん

荒木花音ちゃん（小林）
（H30年 5 月13 日生まれ）
甘え上手な花音。幸せな時間
をありがとう♡

     お  ごうりょう  た

小郷崚太くん（東三成）
（H30年 5 月5 日生まれ）
たくさん食べて元気に育っ
てね

         みやけ　るい  が

三宅琉雅くん（小田）
（H30年 5 月10 日生まれ）
よく笑う顔が素敵！産まれて
来てくれてありがとう♡

      と   き　けい た

土岐啓太くん（里山田）
（H30年 5 月25 日生まれ）
いつもニコニコ！元気に大き
くなってね♡

     　え   ぎ　かな た

江木翔向くん（本堀）
（H30年 5 月24 日生まれ）
お兄ちゃんたちと仲良くのび
のび育ってね！

満 1歳のお祝いに
写真を掲載しませんか？

6月生まれ募集中
★ 対 象 者★　町内在住で平成 30 年

6 月生まれのお子さん
★応募期限★
　令和元年5月31日（金）必着
★ 応募方法★　写真に①住所②氏名
（ふりがな）③性別④生年月日⑤電
話番号⑥ 20字程度のメッセージ
を添えてご応募ください。

★ 応募・お問い合わせ★
　総務企画課秘書広報室
　〒714−1297　（役場専用）
　矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0522

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

各課直通電話

総　数　14,265人（＋  8） 
　男　     6,848人（＋11） 
　女　     7,417人（－  3）
世帯数　  5,494世帯（＋8）

令和元年５月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

総務企画課　☎（８２）１０１０

町　民　課　☎（８２）１０１１

会　計　課　☎（８２）１０１２

保健福祉課　☎（８２）１０１３

産業観光課　☎（８２）１０１６

建　設　課　☎（８２）１０１４

上下水道課　☎（８２）０１７３

議会事務局　☎（８２）１１１９

教育委員会 教育課
（やかげ文化センター内）
　　　　　　 ☎（８２）２１００

町
民
レ
ク
大
会
参
加
者
募
集

　
長
な
わ
と
び
、
玉
入
れ
、
サ
イ
コ

ロ
の
総
合
点
を
競
う
「
第
15
回
矢
掛

町
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
６
月
15
日
㈯
　
午
後
６

時
15
分
～

◦
と
こ
ろ
　
海
洋
セ
ン
タ
ー

◦
参
加
資
格
　
町
内
居
住
ま
た
は
町

内
職
場
に
勤
務
す
る
人
。
１
チ
ー
ム

10
人
（
監
督
１
人
、
コ
ー
チ
１
人
、

選
手
８
人
）

◦
参
加
費

　
小
学
生
の
部
＝
２
０
０
円

　
一
般
・
体
育
協
会
の
部
・
シ
ニ
ア

の
部
＝
３
０
０
円

◦
申
込
方
法
　
５
月
22
日
㈬
ま
で
に

申
込
書
に
記
入
の
上
、
海
洋
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

夏
休
み
水
泳
教
室
生
募
集

　
夏
休
み
期
間
中
の
「
水
泳
教
室
」

お
よ
び
「
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
」
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
専
門
講
師

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

て
指
導
を
行
い
ま
す
。

◦
対
　象
　

　
子
ど
も
（
小
学
生
、
幼
児
）

　 

４
泳
法
（
お
お
む
ね
３
級
以
上
）、

成
人
（
男
・
女
）

　 

女
性
（
初
級
・
中
級
程
度
）、
ア

ク
ア
ビ
ク
ス

◦
募
集
期
間
　
５
月
30
日
㈭
～
６
月

21
日
㈮

◦
受
講
料

　
小
人
＝
２
，
８
０
０
円

　
大
人
＝
４
，
４
０
０
円

※
町
外
者
に
つ
い
て
は
募
集
期
間
、

受
講
料
が
違
い
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

夏
休
み
期
間
中
の
プ
ー
ル

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏
休
み
期

間
中
の
プ
ー
ル
監
視
等
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
募
集
し
ま
す
。

◦
勤
務
内
容
　
プ
ー
ル
監
視
、
受
付

事
務
、
施
設
管
理
補
助
、
体
育
行
事

補
助
ほ
か

◦
任
用
期
間
　
７
月
20
日
㈯
～
８
月

31
日
㈯

◦
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

◦
募
集
人
員
　
数
名
（
高
校
生
ま
た

は
大
学
生
）

◦
賃
　金
　
８
９
２
円
／
時
間

◦
募
集
締
切
　
６
月
21
日
㈮
午
後
５

時
ま
で

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

身
体
障
害
者
補
助
犬
の

貸

与

者

募

集

　
目
や
耳
、
手
足
に
障
害
の
あ
る
人

の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
身
体
障
害
者
補

助
犬
は
、３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

◦
盲
導
犬
　
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る

人
が
安
全
に
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
障
害
物
を
避
け
た
り
、
立
ち
止

ま
っ
て
曲
が
り
角
や
段
差
を
教
え
た

り
、
見
え
な
い
人
ま
た
は
見
え
づ
ら

い
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

◦
聴
導
犬
　
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る

人
に
必
要
な
生
活
音
を
知
ら
せ
ま
す
。

玄
関
の
チ
ャ
イ
ム
音
や
、
車
の
ク
ラ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
伝
え
、
音
源
に
誘

導
し
た
り
、
反
対
に
危
険
を
回
避
す

る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

◦
介
助
犬
　
手
足
が
不
自
由
な
人
に

対
し
、日
常
生
活
の
支
援
を
し
ま
す
。

落
と
し
た
も
の
を
拾
う
、
指
示
し
た

も
の
を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
、
脱
衣

の
補
助
な
ど
生
活
動
作
に
対
す
る
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
身
体
障
害
者
補
助
犬
の

貸
与
が
で
き
る
人
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
所
持
者
と
な
り
ま
す
が
、
貸

与
を
希
望
さ
れ
る
人
や
詳
細
に
つ
い

募

　
　集

有料広告 有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713-8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

各課直通電話

総　数　14,265人（＋  8） 
　男　     6,848人（＋11） 
　女　     7,417人（－  3）
世帯数　  5,494世帯（＋8）

令和元年５月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

総務企画課　☎（８２）１０１０

町　民　課　☎（８２）１０１１

会　計　課　☎（８２）１０１２

保健福祉課　☎（８２）１０１３

産業観光課　☎（８２）１０１６

建　設　課　☎（８２）１０１４

上下水道課　☎（８２）０１７３

議会事務局　☎（８２）１１１９

教育委員会 教育課
（やかげ文化センター内）
　　　　　　 ☎（８２）２１００

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と
　き
　
６
月
５
日
㈬
・
12
日
㈬
・

19
日
㈬
・
26
日
㈬　
午
前
９
時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　き
　
５
月
24
日
㈮
、
６
月
14

日
㈮
、
28
日
㈮

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
正
午
か

ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談
室

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者
　
矢
掛
町
内
に
住
所
を
有

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
一

つ
で
あ
り
、
中
途
失
聴
や
難
聴
の
人

に
と
っ
て
は
文
字
に
よ
る
通
訳
と
言

え
ま
す
。

　
要
約
筆
記
者
に
な
る
に
は
、
本
講

座
を
修
了
し
、
全
国
統
一
要
約
筆
記

者
認
定
試
験
に
合
格
す
る
と
、
岡
山

県
に
登
録
し
、
要
約
筆
記
者
と
し
て

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と
熱

意
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
受
講

で
き
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
82
）０
８
４
８
　
有
線
０
４
８
０

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　き
　
６
月
１
日
㈯
、
６
月
21

日
㈮
　
午
前
９
時
～
正
午

　
な
お
、
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護

委
員
の
み
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

目
指
し
て
、
ぜ
ひ
受
験
し
て
く
だ
さ

い
。

◦
申
込
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
６
月
17
日
㈪
　

午
前
９
時
～
６
月
26
日
㈬

郵
送
・
持
参
＝
６
月
17
日
㈪
～
19
日

㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
請
求
等
、
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
笠
岡
税
務
署
総
務
課

☎
０
８
６
５（
62
）３
１
１
２

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

受

講

生

募

集

　「
要
約
筆
記
」
と
は
、
聞
こ
え
た

音
声
を
そ
の
場
で
文
字
に
し
て
伝
え

■問
町
民
課
国
保
消
費
生
活
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

国
税
庁
税
務
職
員
募
集

　
国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を

て
知
り
た
い
人
は
５
月
23
日
㈭
ま
で

に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
８
１

消
協
矢
掛
支
部
会
員
募
集

　
岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
会
矢

掛
支
部
で
は
、
環
境
問
題
・
消
費
生

活
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
町
ク
リ
ー

ン
ハ
ウ
ス
（
矢
掛
幼
稚
園
北
側
の
建

物
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
同
支
部

で
は
、
随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
見
学
・
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

相

　
　談

有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、遺品整理、収集品の買取り、
家財の片付け・処分なども承ります。
矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材店守屋石材店守屋石材店

牛乳パックの回収事業による収益は
回収に協力した各小中学校へ配当し
ています。 

ご存じですか？障害基礎年金
　国民年金では、65歳から老齢基礎年金を受け取ること
ができますが、65歳になる前の病気や事故により障がい
が残ったときのために、障害基礎年金があります。
　下記①～③を全て満たすことが条件となります。
①初診日に国民年金加入、または、65歳未満で老齢基礎
年金の受給権を持っていること（初診日に厚生年金等に加
入の場合は、障害厚生年金等を請求できます。）
②初診日の前日に、初診日がある２か月前までの被保険者
期間で、保険料を納付した、または、免除を受けた月をあ
わせた期間が、３分の２以上あること。（初診日の前日に、
初診日がある２か月前までの直近１年間に、保険料の未納
がない場合も特例で条件を満たします。）
③障がいの状態が、障害認定日に国民年金法施行令に定め
る１級または２級の状態にあること。なお、障害認定日に
障害の状態が軽くても、その後重くなったときは、障害基
礎年金を受け取ることができる場合があります。
※ 初診日とは、現在の傷病またはその原因となる傷病のため

に最初に診療を受けた日のことをいいます。
※ 障害認定日とは、障害の状態を定める日のことで、その障害

の原因となった病気やけがについての初診日から１年６か月
を過ぎた日、または、病気やけがが治った場合（症状が固定
した場合）はその日をいいます。

※ 老齢基礎年金の繰り上げ請求をして 65 歳になる前に老齢基
礎年金を受けている場合、障害基礎年金の請求ができない場
合があります。
障害基礎年金の額は？（年額　平成31年４月現在）
　　障害年金　１級　　９７５，１２５円
　　障害年金　２級　　７８０，１００円
　　※18 歳未満の子供がいる場合は額の加算があります
　20歳未満で国民年金に加入していない時期に初診日が
ある場合にも、20歳以降に障がいの程度が１級または２
級に該当する場合、障害基礎年金を受けることができます。

■問倉敷西年金事務所　お客様相談室　☎086（523）6395
　町民課国保消費生活係　☎（82）1011　有線0551
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キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
月
間
で
す
。
家
庭

ご
み
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
ス

ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
店
舗
、消
費
者
・

環
境
団
体
と
協
力
し
て
、
６
月
に
「
お

か
や
ま
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
買
い
物

に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
レ
ジ

袋
を
も
ら
わ
な
い
「
マ
イ
バ
ッ
グ
運

動
」
を
推
進
す
る
も
の
で
、
ご
み
の

減
量
や
地
球
温
暖
化
の
防
止
の
た
め

に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
は
買
い
物
の

際
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
忘
れ
ず
に
持
参

し
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

２
０
１
９
年
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

　
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

　
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
時
点
は
令
和

元
年
６
月
１
日
で
す
。
調
査
票
へ
の

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
総
務
企
画
課
企
画
係

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
１

農
作
業
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う

　
４
月
15
日
～
６
月
30
日
は
春
の
農

作
業
安
全
運
動
強
化
期
間
で
す
。
特

に
、
春
の
農
繁
期
は
乗
用
型
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
転
倒
・
転
落
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
安
全
第
一
を
心
が

け
、家
族
や
地
域
で
声
を
掛
け
合
い
、

農
作
業
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
農
作
業
事
故
の
重
大
化
を

防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

①
携
帯
電
話
を
携
帯
す
る

②
そ
の
日
の
作
業
計
画
（
内
容
・
場

所
）
を
家
族
に
伝
え
て
お
く

③
道
案
内
が
で
き
る
よ
う
に
、
ほ
場

ま
で
の
経
路
上
の
目
印
を
確
認
し
て

お
く

■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

６
月
１
日
～
７
日
は

水
道
週
間
で
す

　
６
月
１
日
か
ら
一
週
間
「
い
つ
も

の
む
い
つ
も
の
水
に
日
々
感
謝
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
61
回
水
道
週

間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
常
生
活
に

欠
か
せ
な
い
水
道
に
つ
い
て
皆
さ
ん

の
理
解
と
関
心
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■問
上
下
水
道
課

☎（
82
）０
１
７
３

有
線
０
５
７
０
・
４
７
７
０

普
通
救
命
講
習
会
に
ご
参
加
を

◦
と
き
・
と
こ
ろ
　
６
月
２
日
㈰
＝

芳
井
分
駐
所
　
６
月
23
日
㈰
＝
井
原

消
防
署
研
修
室
　
午
前
９
時
～
正
午

◦
内
　容
　
応
急
手
当
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど

◦
申
込
方
法
　
講
習
会
３
日
前
ま
で

に
、
井
原
消
防
署
ま
た
は
矢
掛
出
張

所
へ
申
し
込
む
。

※
定
員
20
人
に
な
り
次
第
締
切
。

■問
井
原
消
防
本
部
警
防
課

☎（
62
）１
２
６
０

す
る
人

◦
そ
の
他
　
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
が
、
事
前
に
予
約
い
た
だ
く
と
優

先
的
に
相
談
で
き
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
こ

の
度
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

の
新
た
な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上

の
諸
問
題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
６
月
19
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
２
階
　
農
業
研
修
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
６
月
５
日
㈬
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）　

☎（
82
）０
５
５
９

お
か
や
ま
マ
イ
バ
ッ
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
６
月
は
「
お
か
や
ま
マ
イ
バ
ッ
グ

手当・給付のお知らせ
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（3月申請分）６月���7日㈮

町民課
国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571

高額療養費
（4月申請分）５月17日㈮

子ども医療費
心身障害者医療費
ひとり親家庭等医療費（4月申請分）

５月30日㈭
保健福祉課
福祉推進係
子育て支援室
☎（82）1013

有線 0581・0532児童手当（2～ 5月分） ６月���7日㈮

今月の納税・納付
納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
固定資産税（1期） 5月31日㈮ 5月31日㈮

水道料金・下水道料金
（山田・川面・中川地区） 5月27日㈪ 5月31日㈮

※ 口座振替の人は、前日までに残高を確認してく
ださい。

　 納税・納付は安全・便利・確実な口座振替を
ご利用ください。

クールビズ
実施中
〜10月31日まで〜

◉�冷房時の室温は28℃設定
◉��町主催の会議・行事においては
　「ノーネクタイ・ノー上着」
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　国・県の「地球温暖化防止対
策」「省エネルギー対策」に向
けた取り組みを受け、矢掛町も
５月 1 日㈬〜 10月31日㈭まで
クールビズに取り組みます。

お
知
ら
せ

16令和元年５月号



ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

６
月
３
日
㈪
・
６
日
㈭
・
10
日
㈪
・

17
日
㈪
・
20
日
㈭
・
21
日
㈮
・
25
日

㈫
・
28
日
㈮
　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

６
月
３
日
㈪
、
10
日
㈪
、
17
日
㈪
、

24
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
４
月
分
／
敬
称
略
）

▼
災
害
寄
付
　㈱
ド
ラ
ゴ
ン
ゲ
ー
ト

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
（
兵
庫
県
）、

井原警察署
矢掛幹部派出所

立
間
千
恵
（
小
田
）、
石
鉄
様
奉
賛

会
（
矢
掛
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
　
植
田
利
夫
（
神

奈
川
県
）、
小
野
時
男
（
大
阪
府
）、

上
野
円
香
（
倉
敷
市
）、
池
田
昌
裕

（
千
葉
県
）、
高
須
香
吏
（
長
野
県
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

江
木
寿
俊
（
矢
掛
）、
古
城
綾
子
（
小

林
）、
中
嶋
慎
祐
（
東
三
成
）、
佐
藤

賢
太
郎
（
江
良
）
▼
矢
掛
公
民
館
へ

（
金
一
封
）
江
木
寿
俊
（
矢
掛
）
▼

三
谷
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
中
嶋
慎

祐（
東
三
成
）▼
山
田
公
民
館
へ（
金

一
封
）
笠
原
克
彦
（
中
）
▼
中
川
公

民
館
へ
（
金
一
封
）
江
木
博
子
、
妹

尾
一
正
（
本
堀
）、佐
藤
賢
太
郎
（
江

良
）、
中
川
二
胡
ク
ラ
ブ
た
ん
ぽ
ぽ

▼
た
か
つ
ま
荘
へ
（
五
月
人
形
）
竹

内
好
子
（
小
林
）

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

金

属

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

4　月 4 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 0 0 25 2 0 23
累　計 17 0 0 0 4 3 0 0 0 1 2 6 1 0 74 7 0 67
（前年比） +4 -2 -1 ±0 +4 +3 ±0 -2 ±0 ±0 -2 +4 -1 ±0 -37 -1 ±0 -36

③留守番電話機能の活用
　電話にすぐ出るのではなく、留守番電話機能を活用または
防犯機能付電話を活用し、相手を確認した上で電話に出るよ
うにしましょう。

防災意識の高揚
　６月は梅雨の季節となりますが、昨年の西日本豪雨では甚
大な被害が発生しました。災害に強い社会を実現するために
は、公的機関による「公助」、自主防災組織等による「共助」
のほか１人ひとりが防災意識を持って、防災対策を行う「自助」
が極めて重要となります。
①平素の備え
◦非常携行品を用意する。（懐中電灯・携帯ラジオ・非常食（最
低３食分）ひとまとめにしておく。）
◦防災訓練に参加する。
◦避難場所、避難経路を確認する。
②災害が予想される場合
◦気象情報を聞き、早めに避難する。

　矢掛町内において、４月23日㈫正午頃、高齢者女性宅に警
察官をかたる男から
　「詐欺の犯人を捕まえたら、あなたの家のことがリストに載
っている。」
　「金融庁の人が家に行くので、キャッシュカードと暗証番号
を準備するように。」などと電話がありました。
　そして、電話を切った後に自宅を尋ねて来た金融庁の職員
をかたる男に、「封筒内にキャッシュカードを納めた後、屋内
に印鑑を取りに行った隙にキャッシュカードを他のカードと
すり替えられて、銀行のＡＴＭで現金が引き出される」被害
が発生しました。

　〔被害防止策〕
①警察への通報
　警察官や金融庁職員等が自宅に訪ねて行き、通帳やキャッ
シュカードを預かることはありません。1人で判断せずに最寄
りの警察に通報しましょう。
②必ず相談
　不審な電話があれば、１人で判断せずに必ず家族や警察に
相談しましょう。

特殊詐欺被害防止

※数値は暫定数です。◦犯罪・交通事故発生状況（平成31年 4月末現在）

■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■

〔第47回　四ツ手網〕
　四ツ手網は、正方形の網を川底に沈め、
その上を魚が通る時に網を素早く引き上
げて捕まえる
漁具です。
　写真はコイ
などが通りそ
うな場所を見
極めて網を沈
めているとこ
ろです。

〔文・写真　矢掛SATOYAMA未来計画〕

四ツ手網（星田川）

コ　イ
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2019. 5
vol.83

高妻ハイク in高妻山
　うららかな陽光のなか、「高妻ハイク」を実施しました。新入生の親睦を深め、矢掛
のまちに親しむために毎年行われるこの行事。高妻山約 10 キロのコースを全員で歩
きます。中継地のフルーツトピアでひと休みし、クラス対抗長縄大会などでクラスの
絆を深めることができました。これからの３年間に向けてよいスタートが切れました。

４月 12日㈮

　今やほとんどの生徒が持っているスマホ。便利だけど使い方一つでトラブルに巻き
込まれることも・・・！今年度も KDDI より講師をお呼びして、スマホ安全教室を行い
ました。具体的なトラブルの例を聴き、今一度スマホとの付き合い方を考え直すきっ
かけになりました。

スマホ安全教室 ４月 16日㈫

部活動だより 多くの生徒がさまざまな部活動で活躍しています。

学習合宿 inサントピア岡山総社

　１年生探究コース恒例、１泊２日の学習合宿を実施しました。国数英
の勉強の仕方を学んだり、卒業した先輩に高校生活のアドバイスをもら
ったり・・・。２日間を乗り切った生徒たちは達成感に包まれていました。
国公立大学進学を目指す学習スタイルの基礎づくりができたかな！？

４月 22・23日（月・火）
Top News

祝  　全国大会出場

Ｑ．囲碁を始めたきっかけは？
Ａ．囲碁ができたらかっこいいと思
　　い、高校から囲碁を始めました。
Ｑ．全国大会を経験して感想は？
Ａ．勝っているときこそ油断大敵だ
　　と学びました。夏に全国総合文
　　化祭に出場するので、それに向
　　けて練習中です。

探究コース３年 池田美咲さん
（囲碁・将棋部）

探究コース３年 池田美咲さん
（囲碁・将棋部）
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伯
仲
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目
指
せ
、
県
大
会
！軟式野球部 ソフトテニス部 サッカー部
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！

岡
山
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代
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と
し
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全
国
大
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出
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写
真
・
ア
ニ
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ｅ
ス
ポ
ー
ツ
も
？

囲碁・将棋部

その他にも多彩な部活動がいっぱい！
ソフトボール・バレーボール・バスケットボール・ハンドボール・バドミントン
卓球・陸上競技・サイエンス・書道・筝曲・茶道・美術・ビジネス研究

ジャズバンド部 メディア部

県
大
会

入
賞

県
大
会

出
場

全
国
大
会

出
場

総務企画課秘書広報室
☎（82）1010　有線0522

問

　必要なときに、必要な情報があなたのスマホに
届きます。今すぐスマホアプリ「やかげ navi.」を
ダウンロードして、より快適でより安心安全なや
かげ暮らしを！！

防
災
対
策
に
も

役
立
つ
便
利
ツ
ー
ル

や
か
げ 

ｎ
ａ
ｖ
ｉ
．

Y
aka

ɡe P
ublic N

avi

ɡation

やかげ観光大使

総務企画課秘書広報室
☎（82）1010  有線0522

問

　矢掛町では、防災情報などさまざま
な情報をメールで配信しています。
　携帯電話のカメラで下記QRコード
を読み取るか、登録用アドレスに空メ
ールを送信し、返信されるメールの指
示に従って登録してください。
登録用アドレス
e-yakage@xpressmail.jp

18令和元年５月号


